
噴門

横隔膜

教えて
ドクター！

　
食
道
と
胃
の
境
目
に
は
「
食
道
裂

孔
」
と
「
下
部
食
道
括
約
筋
」
が
あ

り
、
食
物
が
逆
流
し
な
い
よ
う
に
仕

切
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
部
食
道
括
約

筋
は
通
常
、
収
縮
し
て
胃
の
入
り
口

を
締
め
て
い
る
た
め
、
胃
液
や
食
物

が
食
道
に
逆
流
す
る
こ
と
は
ま
れ
で

す
。
し
か
し
、
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て

下
部
食
道
括
約
筋
が
緩
む
と
、
胃
液

が
食
道
に
逆
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
胃
液
に
含
ま
れ
る
胃
酸
と
は
塩
酸

で
、
食
べ
物
と
い
っ
し
ょ
に
入
っ
て
き

た
細
菌
を
殺
し
た
り
、
タ
ン
パ
ク
質

の
分
子
を
溶
か
し
て
消
化
し
た
り
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
胃
壁
は
胃
酸

か
ら
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
食
道
の

粘
膜
は
酸
に
弱
い
た
め
、
頻
繁
に
胃

酸
に
さ
ら
さ
れ
る
と
粘
膜
が
炎
症
を

起
こ
し
、
逆
流
性
食
道
炎
と
な
り
ま

す
。
以
下
は
、
そ
の
主
な
原
因
で
す
。

▼
食
の
欧
米
化
：
高
脂
肪
食
は
胃
酸

の
分
泌
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪

の
多
い
食
事
を
と
っ
た
と
き
に
分
泌

さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
下
部
食
道

括
約
筋
を
緩
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

▼
肥
満
：
ウ
エ
ス
ト
ま
わ
り
に
脂
肪

が
つ
い
て
い
る
と
腹
圧
が
高
ま
り
、

胃
が
圧
迫
さ
れ
て
胃
酸
が
逆
流
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

▼
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
：
左
図
参
照

逆
流
性
食
道
炎
の
症
状
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
主
な
症
状
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
胸
や
け
、
胸
痛

●
呑
酸
（
酸
っ
ぱ
い
も
の
が
こ
み
上

げ
る
）

●
の
ど
や
胸
の
つ
か
え
感

●
ゲ
ッ
プ
が
よ
く
出
る

●
の
ど
の
違
和
感
（
声
が
れ
、
イ
ガ

イ
ガ
）、
慢
性
の
咳

●
中
耳
炎
（
耳
の
痛
み
）

●
酸
う
蝕
（
酸
で
歯
が
溶
け
る
）

●
睡
眠
障
害

●
吐
血
、
下
血
（
進
行
し
た
場
合
）

逆
流
性
食
道
炎
は
良
性
の
病
気
で

す
が
、
食
道
の
粘
膜
が
く
り
返
し
傷

つ
け
ら
れ
る
と
、
食
道
の
粘
膜
が
変

性
し
て
「
バ
レ
ッ
ト
食
道
」
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
バ
レ
ッ
ト

食
道
は
食
道
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を

高
め
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の
場
合
は
胃
酸
が
肺
に
入
り
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
症
状
の
な
か
に

は
重
大
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
場
合
は
医
療
機
関
の
受
診
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

逆
流
性
食
道
炎
は
、
主
に
問
診
と

内
視
鏡
検
査
に
よ
っ
て
診
断
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
症
状
が
胃
酸
の
逆
流

に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
か
ど
う
か
を

調
べ
る
「
Ｐ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
」
を
行
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
胃
酸
の
分
泌
を

抑
え
る
「
Ｐ
Ｐ
Ｉ
（
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン

プ
阻
害
薬
）」
を
１
〜
２
週
間
、
試
験

的
に
服
用
し
、
症
状
が
改
善
し
た
場

合
は
逆
流
性
食
道
炎
と
診
断
す
る
検

査
で
す
。
非
び
ら
ん
性
胃
食
道
逆
流

症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
も
、
こ
の
検

査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
の
基
本
は
薬
物
療
法
で
す
。

ま
ず
「
Ｐ
Ｐ
Ｉ
」
を
用
い
る
の
が
一

般
的
で
、
非
び
ら
ん
性
胃
食
道
逆
流

症
で
も
同
様
で
す
。
最
近
で
は
、
Ｐ

Ｐ
Ｉ
よ
り
も
即
効
性
の
あ
る
「
Ｐ‐
Ｃ

Ａ
Ｂ
（
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
競
合
型
ア

シ
ッ
ド
β
ロ
ッ
カ
ー
）」
が
選
択
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
消
化
管
運
動
機
能
改

善
薬
、
制
酸
薬
、
粘
膜
保
護
薬
、
漢

方
薬
（
六
君
子
湯
な
ど
）、
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
す
る
「
抗
不
安
薬
」
な
ど
を

併
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

薬
物
療
法
で
は
十
分
な
効
果
が
得

ら
れ
な
い
場
合
や
、
胃
の
一
部
が
横

隔
膜
よ
り
上
に
は
み
出
し
て
い
る「
食

道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
」
が
目
立
つ
な
ど

の
場
合
に
は
、
手
術
を
検
討
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

食
道
と
胃
の
境
目
の
筋
肉
が

加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
緩
む
た
め

胸
や
け
や
呑
酸
だ
け
で
な
く

胸
痛
や
慢
性
の
咳
、中
耳
炎
な
ど
も

基
本
は
薬
に
よ
る
治
療
で
す
が

生
活
習
慣
の
改
善
も
大
切
で
す

胸やけや呑酸などが起こる

逆流性食道炎
胸やけがする、酸っぱいものがこみ上げてくる（呑酸）、のどがつかえる…

多くの人がこのような症状を経験しているのではないでしょうか。
これらは「逆流性食道炎」の典型的な症状です。20年ほど前から増加し始め、
いまでは５～10人に１人がかかっているといわれる身近な病気となっています。

逆流性食道炎と同じような症
状があるにもかかわらず、内視
鏡検査をしても食道に炎症がみ
られない「非びらん性胃食道逆
流症」という病気があります。
これは逆流性食道炎と同様、胃

食道逆流症の１つです。
逆流性食道炎よりも患者数が多いことがわ

かっており、「女性」「年齢が若い」「やせ型」「ス
トレスを感じやすい」人に多くみられます。

週に１～２回ほど、胸やけなどの症状が起こ
る患者さんの約６割がこの非びらん性胃食道
逆流症といわれています。なぜ炎症が認めら
れないのに症状が起こるのかははっきりとはわ
かっていませんが、食道が知覚過敏になってい
るため、少量の胃酸にも反応して症状が現れ
るのではないかと推測されています。

横隔膜には食道が通る孔（あな）が開いています。この孔が広
がって胃の一部がはみ出した状態を食道裂孔ヘルニアといいま
す。肥満で胃が上に押し上げられると食道裂孔が下から押し開か
れ、孔が拡張したまま固定されて、逆流が起こりやすくなります。

監修 山口 泰
やまぐち・やすし
山口内科院長（鎌倉市大船）
鎌倉市医師会会長
順天堂大学医学部卒。医学博士。カリフォルニア大学
サンディエゴ校などで肝臓病を研究。現在は内科系家
庭医として幅広く診療を行っている。著書に「わかって
治す！家庭の内科学」（ごま書房）、「ぜんそくをコント
ロールする」（保健同人社）がある。日本医師会「新型コ
ロナウイルス感染症外来診療ガイド」編集長。

胃

胃液

十二指腸
胃酸の
逆流

食道

噴門（胃の入り口）

下部
食道括約筋

横隔膜

食生活の注意点

そのほかの生活習慣

胃酸の逆流を
防ぐ姿勢など

●控えたほうがいいもの（高脂肪食、辛い
もの、熱いもの、酸っぱいもの、カフェイ
ンを多く含むもの（コーヒー、紅茶、緑茶、
チョコレートなど）、炭酸飲料、アルコール

（発泡タイプ以外のものを少量ならＯＫ）
●よく噛んで、ゆっくり食べる
●腹八分目を心がける
●食後すぐに
　横にならない

●ネコ背を改善する
（正しい姿勢を保
つ）

●腹部を締めつけ
るような服装はさ
ける

●禁煙は必須
●ストレスを解消する（深呼

吸、入浴、ヨガ、好きなこ
とを見つけるなど）

予防の
ポイント

逆流を起こしやすい
「食道裂孔ヘルニア」

Q1  逆流性食道炎はなぜ起こるのですか？

Q2  どのような症状が現れますか？

Q3  治療法や予防のポイントを教えてください。

A

A

A

知っておきたい
健康相談室

非びらん性胃食道逆流症

胃酸の逆流が起こるしくみ

若い女性に
多い
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